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ニューズレター 2013年度 第 1号  (2013年 8月 23日発行)

しばらく中断しておりましたニューズレターをお届けします。

15回研究大会の開

2013年 6月 29日 (士 )、 30日 (目 )の両日、関西学院大学において本学会の第 15

回 (2013年度)研究大会が開催されました。両日とも傍聴者を含めて 100名 近い参加

者があり、盛会のうちに無事終了しました。研究大会の開催にあたっては、神余隆博教

授兼副学長、望月康恵教授、吉村祥子教授、西野桂子教授はじめ、関西学院大学の教職

員および学生の皆さまの多大なご協力をいただきました。深く感謝申し上げます。

今回の研究大会は「国連と国際社会の正義」を共通テーマとし、国際升1事裁判所被害

者信託基金理事長で前カンボジア・クメール・ルージュ特別法延最高審裁判官の野口元

郎法務省法務総合研究所国際協力部長に基調講演をしていただきました。また、パネル

ディスカッション、特別講演、研究報告、討論のほか、初めての試みとして模擬国連全

米大会参加学生による報告のセッションが設けられ、学生傍聴者を含む多数の参加を得

て活発な討論が行われました。
(関西学院大学における

研究大会にて)

「綾像‐貞難」と ,
l■l際機構  :

関誌第 14号の発行と 15号の企画のお知ら

本学会の機関誌である『国連研究』第 14号『法の支配と国際機構』が刊行さ

れ、学会に先立って 6月 に会員の皆様介、配送されました。なお、余部があります

ので、ゼミ生等お近くに入手希望者がいましたら学会事務局までご連絡下さい。

次号 (第 15号)は 「グローバルコモンズと国連」を特集テーマとして現在企画

が進められています。

事会・総会の開

研究大会の第 1日 目の 6月 29日 に理事会および総会が開催され、2012年度決算書および 2013年度予

算書、ならびに 2012年度事業報告および 2013年度事業計画が承認されました。

また、この総会において渡邊昭夫前理事長が特別顧間に任命されました。



入会員のご紹

上記理事会において、下記の 8名 の方が新入会員として承認されました (敬称略)。

・赤星聖 (神戸大学大学院)。 久本田純 (ユニセフ カザフスタン)。 高澤洋志 (東京大学大学院)。 林雅彦
(国際労働機関 (ILO)駐 日事務所)。 松沢朝子 (内閣府国際平和協力本部事務局)。 三牧聖子 (早稲田大学

(日 本学術振興会))・ 官口貴彰 (立命館大学)・ 湯澤 (下谷内)奈緒 (東京大学大学院) 以上8名‐

なお、前回理事会後に申請のあった下記の方の入会が、8月 8日 の運営委員会において仮承認されました。次

回理事会において正式承認される予定ですが、慣例により仮承認の段階から実際上会員として扱われることにな

ります。

・千知岩正継 (北九州市立大学)‐以上1名‐

これらの皆さまのご入会を心より歓迎いたします。なお、本学会の会員数は現在 289名 です。

6期役員の

上記総会において、下記の第 6期役員 (理事・監事)が選任されました (敬称略)。 任期は 2013年 10月 1日

から2016年 9月 30日 までの 3年間です。なお、次期理事長および各種委員会の主任と委員については、本年

9月 末または 10月 初めに開催される理事会において決定される予定です。

理事

秋月弘子・池上清子・位田隆一 。大泉敬子 。大芝亮 。大田宏 。大平岡1・ 小山田英治・勝間靖・神余隆博・

高橋一生 。滝澤美佐子・長谷川祐弘・廣瀬訓・福島安紀子 。星野俊也・松隈潤・望月康恵・薬師寺公夫・

山田哲也・弓削昭子・渡部茂己 以上22名‐

監事

石原直紀・山下泰子 ‐以上2名‐

アジア国連システム・セミナ

2012年 12月 20日 (木)および 21日 (金)の両日、中国・北京において、中国、韓国および日本の国連

研究者が集まる第 12回東アジア国連システム・セミナーが開催され、本学会からは横田洋三理事長はじめ

10名 の会員が参加し、報告者、討論者、司会としての役割を果たしました。

第 13回セミナーは本年 11月 15日 (金)および 16日 (土)の両日、韓国の済州島において開催されます。

共通テーマは “New Global Challenges to Security and EastAsian Leadership in the United Nations"で 、核

不拡散、人権と人間の安全保障、気候変動と環境、サイバーテロ、国連における東アジアのリーダーシップなど

のセッションが設けられます。
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